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1968年11月より半年の予定でタイ国で古生

物学調査をおこなっておりますが,私のやっ

ておりますのは古生物学といっても哨乳動物

に関する古生物学調査であります｡哺乳動物

が地質時代を通 じてどのように進化し,哺乳

動物相がいかに変遷 してきたかについて勉強

するための調査でありまして,具体的調査方

法は化石をさがし出すことであります｡動物

のからだのうちでかたい部分が化石として残

ります｡つまり歯と骨です｡ですから,骨を

さがして歩 くのが私の仕事ということになり

ます｡

嘱乳動物の化石は土木工事などの際に偶然

地層の中から発見されることがありますが,

これはきわめてまれなことでありまして,石

灰岩の洞窟の中から発見されることがよくあ

ります｡たとえば中国南部の四川,雲南,広

西,広東省では,石灰岩洞窟から豊富な哨乳

類化石が見つけられています｡動物の死体が

洞窟に落ち込んだり,動物が死後骨となって

から洗い流されて洞窟に入り込んだり,また,

洞窟に住むヤマアラシなどの動物が食料とし

て運び込んだ動物の遺骸がその洞窟で化石と
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なったりするからです｡しかしながら,今ま

でのところタイ国からは哨乳類化石はほとん

ど得られておりません｡ですから今回の場合,

調査とは言っても,今後調査を継続 し得る可

能性の有無を確かめることが大きな目的であ

りますので,予備踏査の性格の強いものであ

ります｡私は今回の調査では石灰岩の広 く分

布する地域を調査地にえらびました｡タイ国

には,中部,北部,西部,それに半島部に石

灰岩が広 く分布しております｡

現在住んでいる生物にしても,地質時代を

通じて進化 してきた生物の子孫でありますし,

また,100万年先の時代になりますと,100万

年前の生物として研究の対象となる性質のも

のであります｡ですから現槙の動物 も化石に

なった動物と同じ程度に重要な意味を持って

います｡開かれて しまった中部タイでは,現

在の動物生活を見ることは困難でありまして,

開かれておらない北部,西部タイの山地のほ

うがそのための勉強には都合がよろしい｡

そんなわけで,今回は主な踏査地点として

西北部のメ-ホンソン (MaeHongSon)局

辺と,西部のカンチャナブリ(Kanchanaburi)

周辺をえらびました｡

メ-ホンソンの町は,チェンマイ(Chiang

Ma主)の西方, ビルマとの国境に近い山間盆

地にありまして,チェンマイ周辺を京都の山

城盆地に対比するならば,メ-ホンソンの町

は亀岡にあたるといったところです｡実 に

静かな町です｡この町を北か ら南 にパ イ川

(MaeNan Pai)が貫いておりますが,パイ

川はサルウイン川 (RiverSalwin)の支流で

あります｡景観 も,チャオ ･プラヤ川 (Mae

Nan ChaoPhraya)の流域 とはがらりと変

わり,中国の雲南,ビルマ北部とほぼ同一の

生態的環境を持つ地域であるという印象を強

く受けます｡

メ-ホンソンの町とチェンマイをつなぐ道

路は,メ- ホ ンソ ンの南 のメーサ リア ン
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(MaeSariang)を経由してチェンマイに至

るものと,束のパイ(Pai)を経てチェンマイ

の北方チェンダオ (ChiangDao)に出 る も

のとがあります｡前者の道路は最近整備され

て今では普通乗用車でも通行できますが,級

者についてはパイに至る区間は単車以外は困

難であります｡前者の道路とて整備されたの

は最近のことですから,自動嚢による交流は

今のところほとんどありません｡ですからト

ランスポーテーションは,週 4回チェンマイ

と結ぶ DC3型機による空路にたよっており

ます｡天候が悪 くなると飛行機の運行は中 止

され,そうなるとチェンマイとの交流はい ち

じるしく困難になります｡飛行機の運休され

る機会の最 も多いのは3月と4月であります｡

LIJ問部ほぼ全域にわたって終 日かすみがたな

びくからで, 1カ月以上運休が続 くこともめ

ずらしくないそうです｡雨季は6月ごろから

10月ごろまで続きますが,終 日雨が降り続 く

ことはないので,晴間をぬっての運行は可能

なようです｡雨季でも運休されるのほほんの

数回で,他の時期は故障で もない限り運休は

めったにないそうです｡

今年 (1969年)は2月下旬から運行はス ト

ップしました｡私はたまたまこの時期にメ-

ホンソンで調査をおこなうためチェンマイま

でやって来ておりましたが,山間部の視界の

悪さは絶望的で,いつになったら運行が再開

されるか見通 しさえたちません｡私はタクシ

ーをやとってメ-ホンソン入 りをいたしまし

た｡費用と所要時間を飛行機の場合と比較 し

ますと, 飛行機なら1人 170バーツ (1バー

ツは約18円)でほぼ40分,タクシーでは700

バーツで途中の休憩 も入れて 8時間Oこれで

は割にあいません｡ただしタクシーの場合,

相乗 りすれば割安となります｡私の場合は相

乗りする柏手はおりませんで した｡

メ-ホンソンの町の周辺の山々はほとんど

石灰岩からできておりまして,洞窟 もいたる

ところにあるようです｡洞窟の所在地は住民

から聞き出しますC しかし洞窟-のアプロー

チがたいへんであります｡案内人と荷物をか

ついで くれる連中の協力なしには調査はでき

ません｡メ-ホンソンの県知事(Governorof

ChangwatMaeHongSon)に事情を話 して

協力を依頼 しますと県知事は実に気軽に私の

要求に応じて くれて,県庁(ChangwatOffice)

に勤 める agriculturalo氏cer を liaison

ofBcerとして派遣 して くれ ま したoo氏cer

は農業技術指導のため各村々を常に歩きまわ

っており,地方の実情に精通 している数少な

い 一人です｡56才｡実際,村人は彼のことを

アチャン (先生)と呼んでおります｡彼は英

語を話せます｡タイ語を話せない私にとって

は責重な存在です｡

遠 くはなれた山の中の洞窟-は,キャラバ

ンを組んで行 く以外にアプローチの方法はあ

りません｡案内人,荷物をかついで くれる連

中の人選,食料,およびそれに要する費用は

原則として ofBcerに-任 します. スケジュ

ールについてだけ実情に合うよう o氏cer と

相談 して決定 します｡宿泊は途中の村でする

ことを原則としますが,距離の関係から野営

することもあります｡食事はもちろん米を主

食にして,ニワ トリを主体にした副食をとり

ます｡シオと トウガラシで主に味付けを し,

野菜はキャラバ ンを している途中 でとれる野

草を利用 します｡米,ニワ トリは各村々で必

要な分だけ買い込むようにします｡ 1人がか

つげる荷物の重量は 20kg以下｡1.5m ほど

の竹の両∋瑞に荷物を入れた竹カゴをつ りさげ

て肩でかつざます｡荷重が一点に集中します

ので,なれない私がためしにかついでみます

とかなりしんどい｡両肩と背中全面,それに

腰で荷重をうけて背負 うキス リングの場合と

は大ちがいです｡かつ ぐということと背負 う

ということとは大いに異なることであると妙

なところで感心 しました｡一 日にかせ げる
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距離は平均して 20km,費用については,莱

内人 1日20バーツ,荷物をかついでくれる連

中は 1人 1日15バーツで,途中必要な食費は

すべて私が負担します.私, ofBcer,案内人

は原則として荷物をほとんど持ちません｡荷

物の量は調査用具,身のまわり品,食料共で

4人でかつげる量になったので,総勢 7人で

キャラバ ンを組むことになります｡ 1日の食

費は30バーツ以内｡私 もほかの連中も酒をよ

く飲みますので,その費用が 1日10バーツ｡

ラオ ･カオ(白い酒の意)というモチ米からつ

くった酒を各地で手に入れることができます｡

キャラバン中の必要なことはすべてofhcer

にまかせて,私 自身で準備する必要のあるも

のは,調査用具,衣類少々,シュラーフ (痩

袋),懐中電灯 くらいなものです｡ 石油ラン

プは洞窟調査に必要ですが,野営するときに

も大いに便利です｡雨の心配は雨期以外はす

る必要はありません｡気温は日中 30oCをは

るかに越しますが,夜は冷えますのでセータ

ーを必要とします｡キャラバ ン中は私はゴム

草履をはいておりました｡小川をジャブジャ

ブ渡ることがよくありますから靴はかえって

不便です｡

村人の多くは農業を生業としますが,農閑

期には狩をする-ンタ-でもあります｡散弾

銃を持っている村人が多 くいますので-ンテ

ィングによく連れて行って くれます｡シカの

仲間,サル, リス,ヤマアラシの類がよくと

れます｡とくにサルの仲間の種類が非常に多

い｡私の見かけたものだけでも,テナガザル

の類 (HyZobates)2種, -ホンザルに近い

仲間 (Macaca)は3種にのぼりますo キ ャ

ラバ ンの途中ではテナガザルの声をよく耳に

します｡それに聞きいるためキャラバ ンを中

断することもしばしばです｡同行する連中の

その声をまねる姿がこっけいです｡

蛇足ながら,キャラバ ン中のポリス ･エス

コー トの必要性の有無について県知事に意見
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を求めたところ,全く必要としないであろう

という答えでしたo事実,メ-ホンソンはど

こでも静かなところで,その必要は全 くあり

ません｡ofBcerが同行して くれている限り安

心しておれます｡

ただメ-ホンソンは,非常に広いことと,

アプローチが容易でないため,調査のための

時間は十分にもつ必要があります｡

もう一つの調査地カンチャナブリでは主に

ノーイ川 (KwaiNoi)流域を調査して まわ

りました｡ビルマとの国境をなすテナセリウ

ム山系に源を発する川ですが,この川沿いに

第二次大戦中日本軍が鉄道を敷設したことで

有名な場所であります｡ ｢戦場にかける橋｣,

｢小説泰緬鉄道｣の題材となったあの鉄道で

あります｡

カンチャナブリの県知事は,私の調査に対

して,各地方で警察の協力が得られるよう便

宜をはかってくれました｡これは護衛という

意味からではなく,タイ語の話せぬ外国人が

一人でウロウロ各地を歩きまわることは何か

とまちがいをおかしやすいからで,身分保証

を兼ねた案内人の役目をつとめて くれるため

のものです｡おかげで警察の好意ある協力を

得て調査をすることができました｡

ノーイ川沿いの主要地は,ビルマ国境に近

いところから,サンクラ (SangkhlaBuri),

トンパブン (ThongPhaP血um),サイ ヨ ッ

ク(Sa主Yok)とならんでおりますが,これら

の地方-行 くには利用する交通機関がたいへ

んです｡カンチャナブリからサイヨックの中

心地ワンポー(WangPho)-は鉄道を利用し

ます｡所要時間は約2時間で 1人6バーツ50

サタン(100サタンが 1バーツ)oワンポーから

トンバプンの中心地タカヌン(ThaKhanun)

へはノーイ川をのぼりくだりする乗合いのモ

ーターボー トで行きます｡十数名乗れる大き

さのもので定期便があります｡のぼりは 1人

60バーツですが,くだりは40バーツ｡6時間
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から7時間かかります｡タカヌンから先は足

の確保に苦労します｡主に木材を運んだり,

物資を輸送する トラックがタカヌンを基点に

して各地方に時々行き来 しておりますが,定

期的ではありません｡テナセ リウム山系はメ

-ホンソンの山々にくらべてそれほど急峻で

はありません｡ トラックの通れる道路が各地

にひろがっています｡

私は,まずワンポーとタカヌンの問のノー

イ川沿いを見てまわ りました｡サイヨックの

ポ リスのキャプテン (キャプテンは階級称で

はな く,職称｡地区指捧官)のはからいで,

ポ リスを 1人案内役につけて もらいました｡

英語が話せます｡モーターボー トは定期便を

利用したのでは望むところに乗 りつけたりす

ることが困難なので借 り切りました｡ 5日間

契約でガソリン代 も含めて1350バーツ｡その

間の運転手の食費は私の負担となります｡宿

泊は川沿いの民家に泊まります｡川沿いいた

るところに民家があって,ポ リス,運転手の

顔見知りの連中ばかりです｡ 1日の宿泊費,

食費,酒代は平均 して100バーツくらいですO

川沿いは一面石灰岩でできていまして,潤

窟の数 もきわめて多 く,とて も5日間ではす

べてを見てまわることはできません｡車には

日本の秋芳洞の規模をはるかに上まわると思

われるものもあります｡そしてこれらの洞窟

は同時に考古学的発掘をする必要のあるとこ

ろでもあるようです｡土器,石器がかなり多

数手に入 ります｡

川沿いの住民はここで も- ンクーでありま

す｡夜ごとに- ンティングに行きますが,主

な獲物はシカとサルの仲間です｡シカの類は

皮,肉,枝角が商品として取 り引きされます｡

タカヌンでは トンバプ ンのポリス ･キャプ

テンの好意によって,日数を短 く区切ってポ

リス3名とジープを提供 して もらいました｡

洞窟調査には協力者が必要となるであろう,

というはからいからポ リスを3名 も派遣 して

くれました｡ トンバプンで広い範囲にわたり

踏査し,集中して試掘することができたのは,

こういった協力があったなればこそですが,

これらの好意ある協力に,私はどうお礼をし

たらよいのかその方法を知 りません｡

トンバプ ンの周辺の山々は一面竹林でおお

われていますが,この竹林の中をジープで走

りまわっているときに気がつ く一番大きなこ

とは,野性のニワ トリの数が極めて多いこと

であります｡20日近 く費やした旅の期間中そ

の姿をはじめて目にした時,ニワトリである

ことに気がつ くのにかなりの時間がかかりま

した｡これらのニワトリは家畜として飼われ

ていたものが野性化したものではな く,オ リ

ジナルに野性のものであります｡ニワトリの

家畜の起源の地は東南アジアであるといわれ

ていますが,なるほどとつ くづ く感 じます｡

私は今回の調査期間を通 じて単独で各地に

調査に出かけましたが,つ くづ く感 じること

は,どこ-行って もひじょうに好意ある協力

を得ることができたということです｡これら

の好意なしには私はなすところがなかったで

あろうと,心底より感謝をいたしております｡

それともうーっ｡英語を話す人々が日本と

は比較にならぬほど多いと思われる点です｡

これは英語教育のタイ国と日本の方針のちが

いのあらわれかと考えています｡タイ語をほ

とんど話すことのできない私にはひじょうに

好都合でした｡そのせいか,タイ語のほうは

たいして上達はいたしませんでした｡この点

残念であります｡

(1969年 3月記)
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